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討 論
安
保
関
連
２
法
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
に
お
け
る

米
軍
新
基
地
建
設
を
中
断
し
、
沖

縄
県
と
真
摯
な
話
し
合
い
を
行
う

こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

本
会
議
で
議
題
と
な
っ
た
次
の
２
案
件
に
つ
い

て
は
、
賛
成
ま
た
は
反
対
の
立
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

議
員
が
意
見
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
は
、
下
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

三浦　善浩 議員

三浦　善浩 議員

佐藤　文男 議員

佐藤　　悟 議員

　「平和安全法制」は憲法９条の下にあり、「戦
争法」などではない。今回の意見書は、厳格
な要件や手続きを無視した誤った主張である
と考える。国民の命と平和な暮らしを守り、
国際社会の安全にも貢献するため、必要不
可欠な法整備であると考え反対するものであ
る。

　今、沖縄県民の民意は、世界一危険な普天
間基地の一刻も早い危険除去のためにはど
うすべきかということだと思う。沖縄県民の
立場から考えると、中断することによる影響
や普天間基地の移設先の代替案を示さないま
まの賛成はできないと考え反対するものであ
る。

　今後の日本に重大な影響を及ぼす法案を、
国民に十分説明しないまま自・公政権は数の
力で成立させたことに国民は納得していな
い。戦争は敵も味方も不幸にする。「日本を
海外で戦争をする国」へ道を開く安保関連法
を廃止することは国民の願いに叶うことと思
い賛成する。

　沖縄県民は、翁
お

長
なが

知事・稲
いな

嶺
みね

名護市長を当
選させ、衆議院選挙沖縄４区すべてで勝利し
た。民意は、明確に示された。米軍基地は、
７３．７％が沖縄に集中しており、これ以上
の負担は、許されない。
　国民の声に耳を傾けて真摯に対応すべきで
ある。よって賛成する。

反対

反対

賛成

賛成

　　　　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果
沼
倉　
　

猛

佐
藤　

範
男

佐
々
木
幸
一

石
川　

正
運

菅
原　

勇
喜

高
橋　
　

渉

佐
藤　
　

勇

佐
藤　

久
義

菅
原　

久
男

阿
部　

貞
光

鹿
野　

芳
幸

瀨
戸
健
治
郎

三
塚　
　

東

佐
藤　

千
昭

三
浦　

善
浩

五
十
嵐　

勇

佐
々
木
嘉
郎

小
岩　

孝
一

高
橋　

勝
男

佐
藤　

文
男

髙
橋　

義
雄

相
馬　

勝
義

佐
々
木　

脩

小
野　

久
一

佐
藤　
　

悟

濁
沼　

一
孝

発議第８号　安保関連２法の廃止を
求める意見書について 否決 賛 反 賛 反 賛 賛 賛 反 反 反 反 反 反 反 反 賛 反 反 賛 賛 欠 反 賛 賛 賛 －

発議第９号　沖縄県名護市辺野古における米
軍新基地建設を中断し、沖縄県と真摯な話し
合いを行うことを求める意見書について

否決 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 反 反 賛 欠 反 反 反 反 反 反 反 賛 賛 欠 賛 反 賛 賛 －

１２月定例議会での審議結果 (意見が分かれた議案について掲載しました )

※　「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒賛成しなかった議員、「欠」⇒欠席、「－」⇒議長のため表決に加わらない

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ(

環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定)

交
渉
参
加
国
の
閣
僚

会
合
お
い
て
、
同
交
渉
は
大
筋

合
意
に
達
し
た
。
し
か
し
、
生

産
現
場
で
は
「
農
産
物
重
要
５

品
目
」
の
関
税
堅
持
を
求
め
た

衆
参
農
林
水
産
委
員
会
の
決
議

が
守
ら
れ
た
の
か
と
の
疑
問
の

声
が
強
い
ほ
か
、
当
該
５
品
目

に
と
ど
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
野

菜
や
主
要
果
実
の
関
税
撤
廃
な

ど
、
こ
れ
ま
で
国
民
に
知
ら
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
合
意
内
容
が

明
ら
か
に
な
り
、
大
き
な
衝
撃

と
不
安
が
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
。

　

政
府
は
関
連
文
書
及
び
農
林

水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
国
内

産
業
に
与
え
る
影
響
額
の
試
算

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
公
開

し
、
国
会
で
徹
底
し
た
議
論
を

行
い
、
安
易
な
妥
協
や
署
名
及

び
承
認
を
行
わ
な
い
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

意
見
書
１
件

　
　
　

可　

決

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
内
容
の
情
報
公

開
と
国
会
審
議
の
徹
底
を
求

め
る
意
見
書

市
道
北
神
明
線
の
早
期
拡
幅

整
備
を
求
め
る
請
願

　

12
月
定
例
議
会
で
は
３
件
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
う
ち
１

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

可
決
し
た
意
見
書
は
次
の
と

お
り
で
、
内
閣
総
理
大
臣
な
ど

国
の
関
係
機
関
に
対
し
、
実
現

す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
　

代
表　

針　

生　

禮　

一

　

本
請
願
は
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
が
、

12
月
定
例
議
会
中
に
結
論
を
得

る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
議
会
に
は
７
件
の

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
９
月
11
日
発
災
関
東

東
北
豪
雨
災
害
に
関
す
る
要
望

書鶯
沢
地
区

住
民
自
治
推
進
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤　

一
雄

最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
政
府
に

対
す
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
の
提
出
に
つ
い
て

宮
城
県
春
闘
共
闘
会
議

代
表
幹
事　

安　

藤　
　
　

満

　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
２
人

沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の

代
替
施
設
建
設
の
早
期
実
現
、

沖
縄
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
及

び
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　

名
護
市
議
会
議
員

　
　
　

宮
城　

安
秀
ほ
か
10
人

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療

費
一
部
負
担
金
免
除
及
び
介
護

保
険
利
用
者
負
担
の
減
免
を
被

災
市
町
村
の
負
担
に
よ
ら
ず
平

成
28
年
度
継
続
す
る
た
め
の
財

政
措
置
を
求
め
る
陳
情
書

宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　

会
長　

刈
田　

啓
史
郎

人
種
差
別
を
扇
動
す
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
を
禁
止
し
処
罰
す
る

法
律
の
制
定
を
求
め
る
陳
情
書

在
日
本
大
韓
民
国
民
団

　

宮
城
県
地
方
本
部

　
　
　

団
長　

田　
　

炳　

樽

平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

　

宮
城
県
法
人
会
連
合
会

　
　
　
　

会
長　

菅
原　

一
博

　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
団
体

有
賀
沢
市
道
排
水
路
、
用
水
路

の
早
期
整
備
に
関
す
る
陳
情

　

小
野
寺　

稔　
　

ほ
か
２
人

請陳

願情

意見書・請願・陳情・討論
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個
人
番
号
通
知
の
配

付
状
況
に
つ
い
て
、
全

戸
に
配
ら
れ
た
の
か
。

　

12
月
10
日
現
在
、
個

人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の

発
送
数
は
２
万
４
９
６
６
通
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
交
付
済
み
が

２
万
３
９
１
１
通
、
な
ん
ら
か

の
理
由
に
よ
り
未
交
付
と
な
っ

て
い
る
の
が
１
０
５
５
通
と
な

っ
て
い
る
。

　

豪
雨
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
旧
鶯
沢
中
学
校
の

体
育
館
は
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

　

平
成
28
年
８
月
こ
ろ

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

市
内
介
護
施
設
へ
の

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

は
す
べ
て
完
了
し
た
か
。

　

平
成
21
年
４
月
施
行

の
改
正
消
防
法
に
伴
う

対
象
施
設
は
平
成
24
年
度
ま
で

に
す
べ
て
設
置
済
み
で
あ
る
。

　

入
院
収
益
が
３
億
円

あ
ま
り
の
大
幅
な
減
額

と
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

　

年
度
途
中
で
の
療
養

病
棟
担
当
医
師
の
退
職

に
よ
り
、
患
者
の
受
入
れ
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
や
、
循
環
器

内
科
医
師
の
退
職
に
よ
る
心
疾

患
手
術
時
の
状
態
確
認
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
術
件

数
が
落
ち
込
み
、
結
果
と
し
て

入
院
患
者
数
が
減
少
し
た
こ
と

が
要
因
で
あ
る
。

　

個
人
番
号
通
知
カ
ー

ド
の
受
け
取
り
拒
否
に

関
す
る
罰
則
は
あ
る
の
か
。

　

受
け
取
り
拒
否
に
関

す
る
罰
則
規
定
は
な
い
。

　

農
業
用
施
設
災
害
復

旧
の
進
捗
状
況
は
。

　

重
機
借
上
料
な
ど
で

実
施
す
る
水
路
・
農
道

の
応
急
復
旧
は
ほ
ぼ
終
了
し
て

い
る
が
、
工
事
請
負
費
に
計
上

し
て
い
る
補
助
災
害
分
は
査
定

中
で
あ
り
、
単
独
分
も
含
め
今

後
発
注
予
定
で
あ
る
。

全
戸
に
配
布
さ
れ
た
か

個
人
番
号
の
通
知

農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
に

１
億
４
２
０
０
万
円
を
増
額

旧
鶯
沢
中
学
校
体
育
館
の
災
害
復
旧

工
事
費
な
ど
４
２
０
０
万
円
を
増
額

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

　

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
で
定
め
る
事
務
間
に
お
け
る
個
人
番
号
の
利
用
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
る
「
栗
原
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
」
や
、

鶯
沢
振
興
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
購
入
費
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
５
議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
関
東
・
東
北
豪

雨
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
所
管
施
設
の
災
害
復
旧
工
事
費
や
、
障

が
い
者
の
共
同
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
の
増
額
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
、
お
よ
び
入
院
収
益
が
大
幅
な
減

額
と
な
っ
た
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
13
議
案
が
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
は
、
平
成
27
年
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
に
伴
う
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
の
増
額
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
９
議
案
が
付
託
さ
れ
ま

し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

個
人
番
号
通
知
の

配

付

状

況

は

農
業
用
施
設
の
復
旧

進
み
具
合
い
は

旧
鶯
沢
中
学
校
体
育
館

８
月
完
成
見
込
み

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

す
べ
て
終
了
し
た
の
か

病
院
事
業
会
計

３
億
円
の
減
額

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

高清水善光寺川にある頭首工

個人番号を担当する市民課
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条
例
に
「
徴
収
猶
予

に
係
る
担
保
が
提
供
で

き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
と

き
」
と
あ
る
が
、
特
別
な
事
情

と
は
ど
う
い
う
場
合
か
。

　

担
保
が
必
要
な
際
の

金
額
と
期
間
を
定
め
て

い
る
が
、
担
保
と
な
る
動
産
、

不
動
産
が
な
い
と
き
、
あ
る
い

は
確
実
な
保
証
人
が
い
な
い
と

い
っ
た
場
合
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
場
合
不
要
と
す
る
。

　

徴
収
猶
予
は
地
方
税

の
す
べ
て
に
適
用
さ
れ

る
の
か
。

　

今
回
の
猶
予
制
度
は

市
税
条
例
で
定
め
た
税

す
べ
て
に
該
当
す
る
。

　

補
助
対
象
は
。

　

ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
対

策
と
し
て
、
主
に
太
陽
光
を
利

用
し
た
電
気
柵
設
置
に
係
る
経

費
の
２
分
の
１
の
補
助
で
、
限

度
額
は
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
箱
わ
な
」
が
市
販

さ
れ
て
い
る
が
、
補
助

制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
小

動
物
に
対
す
る
も
の
が

あ
る
が
、
取
扱
い
に
よ
っ
て
は

安
全
衛
生
面
に
危
険
な
部
分
が

あ
る
。
よ
っ
て
、
市
で
は
被
害

状
況
に
よ
り
許
可
の
あ
る
方
に

対
応
を
依
頼
し
て
お
り
、
現
在
、

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

　

被
害
防
止
計
画
か
ら

も
小
動
物
の
被
害
防
止

へ
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

計
画
の
見
直
し
で
は
、

４
月
か
ら
実
施
隊
に
移

行
す
る
。
地
区
を
超
え
た
体
制

な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の

活
動
が
で
き
る
よ
う
駆
除
隊
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。「
わ
な
」

の
あ
り
方
は
、
一
般
貸
し
出
し

や
安
全
衛
生
な
ど
を
踏
ま
え
、

隊
の
人
数
、
被
害
状
況
や
発
生

割
合
な
ど
考
慮
し
な
が
ら
協
議

し
て
い
く
。

　

被
災
箇
所
に
つ
い
て

は
、
総
合
支
所
と
連
携

し
な
が
ら
、
早
期
復
旧
に
努
め

て
ほ
し
い
。

　

今
回
の
被
災
箇
所
は

約
１
２
０
０
カ
所
あ
る

が
、
総
合
支
所
と
確
認
、
連
絡

を
密
に
し
な
が
ら
復
旧
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

改
正
さ
れ
る
条
例
の

周
知
で
あ
る
が
、
お
知

ら
せ
を
出
し
た
り
、
説
明
会
な

ど
開
催
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

改
正
さ
れ
る
猶
予
制

度
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
も
納
税
者
か
ら
納
税
相
談
を

受
け
る
際
、
分
納
を
行
う
な
ど

し
て
き
た
。
こ
の
制
度
が
制
定

さ
れ
、
よ
り
一
層
猶
予
制
度
が

使
い
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口
で
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
に
お
い
て
、
ろ
過

機
の
活
性
炭
の
交
換
費
用
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
計
画
的
に
交

換
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
補

正
予
算
で
交
換
す
る
こ
と
と
な

っ
た
理
由
は
。

　

源
水
に
カ
ビ
臭
が
発

生
し
た
た
め
、
館
下
浄

水
場
と
姉
歯
浄
水
場
の
活
性
炭

を
交
換
す
る
必
要
が
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。

【
調
査
結
果
】

　

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北

豪
雨
災
害
で
は
、
市
内
で
２
人

の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
、
家
屋

や
農
地
の
浸
水
な
ど
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
家

財
な
ど
の
浸
水
に
よ
り
、
多
く

の
災
害
ご
み
も
発
生
し
ま
し
た

が
、
市
で
は
災
害
に
よ
り
発
生

し
た
大
量
の
ご
み
の
仮
置
き
場

を
可
能
な
限
り
早
期
に
設
置
し

た
こ
と
か
ら
、
被
災
者
の
早
期

復
旧
の
一
助
と
な
っ
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鶯

沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
や
旧
鶯

沢
中
学
校
の
体
育
館
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
な
ど
、
教
育
施
設
を
現

地
調
査
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
施

設
に
も
甚
大
な
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。

　

被
災
し
た
教
育
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
要
望
を
十
分
に

尊
重
し
な
が
ら
復
旧
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
税
条
例
の
一
部
改
正

猶
予
制
度
の
規
定
追
加

野
生
鳥
獣
対
策
防
護
柵

購

入

補

助

金

な
ぜ
補
正
予
算
で
計
上

ろ
過
機
の
活
性
炭
交
換

Ｑ

ＱＱ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
所
管
施
設
の
復
旧
状
況
を
調
査

所管事務調査

10 月 19 日水害で床が持ち上がった旧鶯沢中体育館

総合支所と棟続きの鶯沢振興センター


